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学生生活のガイドライン【6月22日以降】 

 

１．登校 

① 毎日、自宅やアパートで健康管理票に朝、晩２回必ず体温を測定し記録してください。 

(ア) 息苦しさ・強いだるさ・高熱など強い症状のいずれかがある 

(イ) 基礎疾患があるなど重症化しやすい人で発熱や咳など、比較的軽い風邪の症状

がある 

(ウ) （ア）・（イ）以外の人で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続くなど、体調が思

わしくない場合は、登校しないでください。また、このような場合、必ずクラスアドバ

イザーの教員または学生支援課（宮代キャンパス学生）、福島駅前キャンパス事務

室（福島駅前キャンパス学生）へ電話やメールで連絡してください。 

② 登校時、必ずマスクを着用してください。 

③ 公共交通機関の利用にあたっては、可能な範囲で周囲と距離を取って乗車することを

心掛けてください。 

④ 校内の建物入口で必ず手指を消毒してください。 

⑤ 手指の消毒に加え、入館後に水と石けんによる手洗い（効果を高めるため２度洗い）も

十分行ってください。 

⑥ エレベーターのある校舎では、その利用を極力控えてください。やむを得ない事情で

必要な場合であっても、一度に乗降出来る人数を指定します。 

 

２．授業（詳しくは「面接授業全面再開のガイドライン」をご覧ください） 

① 教員はマスク着用で授業を実施します。 

② 授業中も必ずマスクを着用してください。 

③ 座席は、可能な範囲で隣の人と間隔を空けて座ってください。 

④ 授業中、教室の窓やドアはこまめに開放し、換気を行ってください。 

 



３．図書館情報センター 

① 6月8日付、「図書館情報センターの一部再開についてＮｏ.2」でご案内の通り、学内者

に限り入館が可能となります。当面の間は短縮時間での開館となります。 

② 以下のとおり、当面の間利用を制限します。 

     宮代図書館：書庫・2Ｆラウンジ・5Ｆ小閲覧室への立ち入り及び利用の禁止 

     駅前図書館：10人以上の閲覧室・自習室利用禁止 

 

４．食事 

① 両キャンパスとも昼休み喫食可能な場所を通常時より多く設けます。可能な場所の入

口には、「昼休み喫食可」の掲示を行います。ただし、昼食での利用は、次の時間の授

業に支障をきたすことがないよう、宮代キャンパスは12:40、福島駅前キャンパスは13:30

までとします。 

② 宮代キャンパスでは、晴天時、外のベンチ等も利用できます。 

③ 食事にあたっては、対面や隣り合わせなど密接な状況になることを避けてください。 

④ 宮代キャンパスで学食や購買利用のために並ぶ場合は、前後の人と距離を空けて並

んでください。 

 

５．各種相談 

① 各種相談のための一度に入室できる人数を1人とします。廊下等で順番を待つ場合、

周りの人と距離を空けてお待ちください。 

 

６．クラブ活動、ボランティア活動 

① クラブ活動は、引き続き自粛してください。 

② クラブ活動の新入生の勧誘については、後日改めてお知らせします。 

③ 学友会、各種委員会の活動は3密とならないこと、手洗い、消毒、活動時間の短縮など

の徹底をお願いします。 

④不特定多数の人と接するようなボランティア活動は、引き続き自粛してください。 

７．アルバイト 



① アルバイトについては、3密とならないこと、手洗い、消毒、活動時間の短縮など新型コ

ロナウイルス感染防止の徹底をお願いします。 

 

８．旅行、外出、習い事 

① 旅行や不要不急の外出は、引き続き自粛してください。 

② 習い事の通学には、十分気を付けてください。 

 

９．外での飲食 

① 外での飲食には、十分気を付けてください。 

② 友人同士等の会合で飲食を目的とした夜間の外出は、引き続き自粛してください。 

 

【連絡先電話番号一覧】 

 

学部・学科 

福祉心理学科、大学院024-515-3221（福島駅前キャンパス事務室） 

こども学科024-553-3474 

保育学科〃 

食物栄養学科024-553-4258 

情報ビジネス学科024-515-3221（福島駅前キャンパス事務室） 

事務局 

（宮代キャンパス） 

学生支援課（学生生活、奨学金関係）024-553-5811 

学生支援課（キャリア支援関係）024-553-3473 

教務課（授業、履修関係）024-553-9657 

（福島駅前キャンパス） 

事務室024-515-3221 

学生支援（キャリア関係）024-515-3526 

 

 

 

以 上 

夜間の不要不急の外出については、自衛の観点からも自粛していただきます。 


